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■薬科大学・薬学部（薬学科）の正式名称

神戸薬科大学薬学部・薬学科

■所在地

兵庫県神戸市東灘区本山北町４丁目 番１号

■大学の建学の精神および大学または学部の理念

創学の精神

科学的素養を身につけ、社会に貢献できる女子を育成し、薬剤師資格を得て

社会で女子が自立できることを目的とする。

大学の理念

社会に大きく開かれた大学であることを意識し、創立以来の伝統である教育と

研究の両立を基盤としながら、医療人としての使命感と倫理観を十分に理解し、

高度な薬学の知識を身につけた薬剤師、並びに教育・研究者を養成すること、

さらに地域の医療と環境問題に目を向けて健康の維持・増進にも貢献できる拠

点となること

■ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、アドミッション・ポリシー

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）  
所定の単位を修得し、薬剤師に必要な以下に掲げる知識、技能、態度を備えた  
学生の卒業を認め、「学士（薬学）」の学位を授与する。  

１． 医療を担う薬の専門家として相応しい薬学に関する十分な知識、技能を有  
すること。  

２．薬学・医療の進歩と改善に貢献できる科学的思考力、課題発見能力、問題解  
決能力を有すること。  

３．医療人として相応しい倫理観と使命感を有し、患者や生活者の立場に立って  
行動できること。  

４．医療人に必要なコミュニケーション力を有すること。  
５．医療人としての活動に必要な英語力を有し、グローバル化に対応した国際感  
覚を有すること。  

６．地域の医療、環境衛生に貢献できる幅広い知識と見識を有すること。  
７．生涯にわたって自己研鑽をし続ける能力と意欲を有すること。  

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）

神戸薬科大学の理念を実現し、医療人としての使命感と倫理観を十分に理解

し、高度な薬学の知識と科学的思考力を身につけ、広く薬学の分野で貢献で

きる有意な人材を育成するために、「薬学教育モデル・コアカリキュラム」



 

及び「実務実習モデル・コアカリキュラム」に準拠した科目と本学独自の科

目を適切に配置したカリキュラムを編成し、次のように実施します。

１．教養教育科目、基礎教育科目を充実し、基礎力と幅広い視野の育成を図り

ます。

２．教養教育科目の外国語に加え、医療英語、薬学英語に係る科目を充実し、

海外研修等を通じて国際化に対応できる人材の養成を図ります。

３．５年次の病院実習、薬局実習を含めて専門教育科目を充実し、薬の専門家

としての基礎力の育成を図ります。

４．低学年からの実習・演習、卒業研究やスモールグループディスカッション

形式の授業を通して、科学的思考力、課題発見能力、問題解決能力及びコミ

ュニケーションスキルの育成を図ります。

５．ヒューマニズムに関する科目を充実し、近隣大学や地域の医療機関との連

携に基づくチーム医療教育を通して、医療人としての倫理観と使命感の育成

を図ります。

６．生涯研修支援事業に参加することによって、生涯にわたり自己研鑽を続け

る意欲を醸成します。

アドミッション・ポリシー 学生受入の方針

神戸薬科大学の理念を理解し、教育目標に応える次のような人の入学を希望し

ます。

１．自然科学を深く学ぶ意欲と能力を有している人物

２．高等学校までに学ぶべき事項を幅広く修得し、入学後の学修に必要となる

理科、数学に加え英語等の基礎学力を有している人物

３．本学での学習を通してこれからの社会で通用する実力を身につけ、将来そ

れぞれの分野で活躍したいという強い意志と意欲を持つ人物


